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こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
豊
か
さ
や
便
利
さ
、

快
適
さ
を
求
め
、「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
」
と
い
う
社
会
経
済
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
球
温
暖
化
や
環
境

汚
染
、
ご
み
の
最
終
処
分
の
問
題
な
ど
様
々
な

環
境
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
「
大
量
生

産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」
型
の
社
会
構
造

そ
の
も
の
を
見
直
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、

ゴ
ミ
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、「
も
の
」

の
効
率
的
な
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
と

い
う
循
環
型
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

本
町
で
は
、
環
境
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
実
施
す
る
た
め
、
大
淀
町
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
計
画
に
基
づ

き
、
行
政
と
住
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
町
内
の

各
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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ご
み
が
一
気
に
減
る
よ
う
な
「
奇
策
」「
王

道
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

暮
ら
し
の
中
で
ご
み
の
こ
と
に
少
し
で
も
関
心

を
も
ち
、
ひ
と
手
間
か
け
る
こ
と
が
、
ご
み
減

量
の
近
道
で
す
。

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
６
つ
の
「
Ｒ
」

を
ご
み
を
減
ら
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。

○
ご
み
は
、
町
指
定
ご
み
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
治
会
で
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
際
に
は
、

無
料
で
ご
み
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
法
投
棄
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
、パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
の
多
い
場
所

に
は
、
投
棄
禁
止
の
看
板
を
立
て
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
区
に
看
板
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
啓
発
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

○
大
淀
町
集
団
資
源
回
収
助
成
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

登
録
し
た
団
体
が
、
古
紙
類
（
新
聞
・
雑

誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
お
よ
び
布
類
（
古
着
・

ボ
ロ
）
な
ど
を
回
収
す
る
と
、
１
o
あ
た
り

３
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
住
民
生
活
課

3

◆Ｒeduce（リデュース：発生抑制）
◆Ｒeuse （リユース：再使用）

◆Ｒecycle（リサイクル：再生利用）
◆Ｒefuse （リフューズ：過剰包装等の拒否）
◆Ｒepair （リペアー：修理）
◆Ｒental （レンタル：借りる）

ごみを減らす
キーワード 6つの「Ｒ」

古くなった電動のこぎり
の歯は、草刈り機の歯とし
て再利用しています。また、
街頭で配布しているチラシ
は受け取らないようにして
います。

毎日の生活の中で、出来ることはたくさんあります。

吉田　忠雄さん（桧垣本）

循環型
社会へ
第１歩

町　の
環境施策

ほかにも、たくさんごみ減量の方法があります。

★「もの」は大切に使い、できるだけ長く使う
★ 無駄な食材を買わない
★ 使い捨て容器は使わず、できるだけ繰り返し
使えるビンを利用する

★ 買い物をする時は、包装が簡単な物を選ぶ
★ ダイレクトメールは受け取りを拒否する
★ リース・レンタルを利用する

買い物に行く時は、必ず
マイバックを持って行きま
す。また、生ごみは、ごみ
として出さずに、畑のたい
肥として有効に利用してい
ます。

松本　加代子さん（下渕）

牛乳パックや食品のトレ
ーは、リサイクル出来るよ
う引き取ってもらいます。
また、シャンプーや洗剤は、
必ずつめかえ用を選びます。

近藤　和美さん（北野）

t

循環型社会づくりは、
私たち一人ひとりが

主役です。

本町の美しい自然環境

を将来に引き継いでい

くため、町民の皆さん

のご理解と積極的な取

り組みをお願いします。



4

こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
再

度
議
長
の
要
職
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
信
託

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
重
責

を
全
う
し
た
い
と
決
意
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。さ

て
、現
在
の
町
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

地
方
分
権
の
推
進
や
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、

国
や
地
方
財
政
の
著
し
い
悪
化
な
ど
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
、
本
町
の
将
来
を
見
つ
め
る
う

え
で
、
今
後
は
自
立
的
な
財
政
基
盤
を
創
る
た

め
に
、
英
知
を
集
結
し
て
引
き
続
き
財
政
改
革

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
て
の
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
淀
町

実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
議
員
は
、
住
民
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
立

場
を
堅
持
し
て
、
大
淀
町
に
住
む
全
て
の
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
一

生
懸
命
に
町
づ
く
り
に
励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
全
力
を
注
が
せ
て

頂
き
ま
す
。

（
１
）
税
金
の
無
駄
遣
い
を
や
め
さ
せ
て
、
福

祉
・
医
療
・
教
育
・
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
町

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
方
々
に
や
さ
し
さ
と
思

い
や
り
の
あ
る
町
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）
健
全
財
政
を
維
持
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
大
淀
町
の

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
議

会
が
も
つ
二
つ
の
使
命
、
す
な
わ
ち
「
具
体
的

な
政
策
の
最
終
決
定
」
と
「
行
財
政
運
営
の
批

判
と
監
視
」
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
誠
心
誠

意
努
力
い
た
し
ま
す
。

教
育
・
福
祉
は
も
と
よ
り
、
町
政
各
般
の
充

実
・
向
上
の
た
め
、議
員
諸
氏
と
議
論
を
深
め
、

私
自
身
が
議
長
と
し
て
の
責
任
完
遂
に
邁ま
い

進
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
町
議
会
を
代
表
し
て
、
町
民
の
皆

様
の
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝

の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
一
層
の
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
べ
ん
た
つ
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
７
日

（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
は
、
議
員
改
選
後
の
初
議
会

で
、
議
会
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、
議
長
に
鍵
本
源
則
議
員
が
、

副
議
長
に
裏
野
陽
一
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
の
選
任
と
中
吉
野
広
域
消
防
組
合

議
会
議
員
、
南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会
議
員
、

南
和
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
長
か
ら
専
決
処
分
の
承
認
が

３
件
、
補
正
予
算
（
案
）
が
１
件
、
人
事
案

件
が
１
件
、
議
員
か
ら
は
、
大
淀
町
行
財
政

改
革
検
討
特
別
委
員
会
お
よ
び
大
淀
町
し
尿

処
理
問
題
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
出

さ
れ
、
各
議
案
を
議
決
し
た
後
、
閉
会
し
ま

し
た
。

議
会
の
構
成
お
よ
び
議
決
事
項
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
会

町
議
会
副
議
長

裏
野
　
陽
一

こ
の
た
び
の
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
副
議
長
職
を
お
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す

と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才

で
あ
り
ま
す
が
、
豊
か
な
活
力
あ
る
町
づ
く
り

の
邁ま
い

進
を
第
一
に
、
町
政
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
、
議
長
を
補
佐
し
、
公
正
・
円
満
な
議
会

運
営
に
粉
骨
砕
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
今
後
と
も
町
政
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
町
監
査
委
員
に

議
会
の
同
意
を
得
て
、
谷
完
二
議
員
が
平
成
19

年
５
月
７
日
付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

町監査委員
谷　完二

町
議
会
議
長鍵

本
　
源
則

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

町
監
査
委
員
の
選
任（
町
長
提
出
）
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委
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池
田
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副
委
員
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水
　
　
貢

委
　
　
員

植
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順
作

委
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岩
本
　
冨
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委
　
　
員

藤
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量
雄

委
　
　
員

鍵
本
　
源
則

委

員

長

福
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樹

副
委
員
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田
仲
　
康
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委
　
　
員

裏
野
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一

委
　
　
員

谷
　
　
完
二

委
　
　
員

岡
向
　
正
道

委
　
　
員

東
　
　
保
孝
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仲
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池
田
加
代
子

委
　
　
員

裏
野
　
陽
一

総
務
建
設
産
業
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
　
　
員

池
田
加
代
子

議
　
　
員

藤
山
　
量
雄

議
　
　
員

清
水
　
　
貢

議
　
　
員

植
田
　
順
作

議
　
　
員

岩
本
　
冨
博

議
　
　
員

田
仲
　
康
剛

議
　
　
員

福
本
　
繁
樹

議
　
　
員

東
　
　
保
孝

議
　
　
員

藤
山
　
量
雄

議　会　構　成 （敬称略）

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会
議
員

南
和
広
域
連
合
議
会
議
員

議
会
が
推
薦
す
る
町
消
防
委
員
会

の
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

委
　
　
員

植
田
　
順
作

委
　
　
員

岩
本
　
冨
博

委
　
　
員

田
仲
　
康
剛

委
　
　
員

池
田
加
代
子

委
　
　
員

清
水
　
　
貢

今
回
、
町
長
が
議
会
に
報
告
ま
た

は
提
案
し
た
専
決
処
分
や
補
正
予
算

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
、
承
認
ま
た
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

■
大
淀
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
高
齢

者
等
居
住
改
修
住
宅
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
軽
減
な
ど
に
つ
い
て

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

■
大
淀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
18
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

地
方
債
限
度
額
の
確
定
に
よ
り
、

予
算
の
補
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

予
算
の
補
正

■
平
成
19
年
度
大
淀
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

18
年
度
歳
入
不
足
分
の
処
理
の

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１

２
０
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
16
億
９
１
１
９
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
委
員
の
推
薦

議

決

事

項
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大　　字　　名 氏　　名 電話番号 大　　字　　名 氏　　名 電話番号

中　　　　　　　増 ◎森脇　三郎 吉32－0213 岡　崎　１　丁　目 西本　政仙 下52－2380
西　　　　　　　増 前田　忠雄 吉32－3573 岡　崎　２　丁　目 藤谷　卓巳 下52－3697
増　　　　　　　口 △桝田　隆文 吉32－2071 岡　崎　３　丁　目 嶋田　憲三 下52－2446
出　　　　　　　口 森川　　宏 吉32－2172 西　町　１　丁　目 西本　　弘 下52－2266
比　　　　　　　曽 ○山本　内匠 吉32－2866 西　町　２　丁　目 和田　重寛 下52－5290
上　　　比　　　曽 裏野　　武 吉32－3954 西　町　３　丁　目 森田　隆男 下52－2362
北　　　六　　　田 ◇井澤　光良 吉32－3497 西　町　４　丁　目 小西　　昇 下52－1905
北　　　　　　　野 △村上　弘行 吉32－5267 西　町　５　丁　目 ○岡谷　義永 下52－5950
新　　　　　　　野 仲川　恵司 吉32－3943 西　町　６　丁　目 岡　　弘美 下52－9110
馬　　　　　　　佐 安井　市治 吉32－4193 香　　　梨　　　台 △大西　慶知 下52－2151
口　　　越　　　部 岡田　昌久 下52－0748 車　　　坂　　　町 岡村　史良 下52－3702
中　　　越　　　部 谷口　恒雄 下52－2371 高　　　見　　　台 下重　高徳 下53－2878
奥　　　越　　　部 ◇釜田　義高 下52－4855 つ　つ　じ　ヶ　丘 松田　重信 下53－2687
土　　　　　　　田 豊田　憲昭 下52－7638 北　町　１　丁　目 岸本　正一 下52－1702
南　　　大　　　和 △松山　郁夫 下52－4720 北　町　２　丁　目 未　　　定

口　　桧　　垣　　本 庄司　吉登 下52－0580 北　町　３　丁　目 △菊川　喜一 下52－9032
上　　桧　　垣　　本 山村　節雄 下52－5910 北　町　学　園　前 知原　一三 下52－1896
吉　　　野　　　平 上垣　公俊 下52－9324 岩　　　　　　　壺 上本　政一 下52－5834
金　　　吾　　　町 湯本　年昭 下52－0967 鉾　　　　　　　立 福角　敏彦 御67－1838
畑　　　　　　　屋 今西　庄市 下52－4517 大　　　　　　　岩 杉本　勲美 御67－0282
持　　　　　　　尾 △山本　八郎 下52－5911 今　　　　　　　木 △峯　　謙之 御67－1789
矢　　　　　　　走 米田　武男 下52－2386 薬　　　　　　　水 田中　哲夫 下52－4135
芦　　　　　　　原 ○喜多　義則 下52－9740 佐　　　名　　　伝 ○中村　嘉伸 下52－4081
新　町　１　丁　目 大蔵　英維 下52－5409 大阿太グリーンポリス △近藤　　守 下52－8202
新　町　２　丁　目 日浦　勝夫 下52－5925 花吉野ガーデンヒルズ 大西　治郎 下53－2348
新　町　３　丁　目 江川　秋夫 下52－2349 ◎会長　　○副会長　　△理事　　◇監事

平成19年度の各大字区長さんが決まりましたの
で紹介します。区長さんには、地区の行事や役場
からの事務連絡など、何かとご苦労をおかけしま
すが、よろしくお願いします。（敬称略）

平成19年度　区長名簿

～ほたるの里　今木で幽玄のひとときを～

ほたる祭りを開催します

今木でほたる祭りを開催します。今年はどんな蛍の乱舞が見られるでしょうか？

燈火会（里あかり）もあわせて実施します。

■日時 ６月９日（土）午後６時～午後９時

■場所 今木　県道平畑運動公園北線（ダイタン工業近くの川辺）

■問い合わせ先 今木里おこしの会　10745－67－1005
※車でお越しの場合は、会場横駐車場もしくは、西部幼稚園横の駐車場を利用して

ください。

― 

今
木 

―�

灯り守り
ボランティアも
募集しています

6
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今
年
も
町
内
の
全
小
学
校
で
ち
び

っ
子
能
楽
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
児
童
は
能
楽
師
の
先
生
か

ら
町
に
桧
垣
本
猿
楽
と
い
う
座
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
や
桧
垣
本
猿
楽
座

に
は
と
て
も
優
れ
た
猿
楽
者
が
い

て
、
現
在
の
能
楽
の
お
囃は
や

子し

（
音
楽
）

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
ひ

な
飾
り
の
五
人
囃
子
は
能
楽
で
あ
る

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
早
笛
と
い
う
と
て
も
テ

ン
ポ
の
速
い
曲
を
演
奏
し
、
楽
器
の

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
能
楽
の
楽

器
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
担
当
す
る
管
楽

器
の
笛
と
リ
ズ
ム
を
担
当
す
る
打
楽

器
の
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
の
４
つ
だ

け
で
す
。
笛
は
能
管
と
も
呼
ば
れ
、

長
い
年
月
を
か
け
て
い
ぶ
さ
れ
た
す

す
竹
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
吹
き
手

の
個
性
で
感
情
を
表
現
す
る
た
め
調

律
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
小
鼓
は
左
手

で
持
ち
、
右
肩
に
あ
て
が
い
、
右
手

で
打
ち
ま
す
。
音
は
４
種
類
で
、
音

階
は
左
手
で
調
べ
緒
を
握
っ
た
り
緩

め
た
り
し
て
お
こ
な
う
と
て
も
珍
し

い
楽
器
で
す
。
大
鼓
は
湿
気
を
嫌
い
、

演
奏
前
に
必
ず
皮
を
乾
燥
さ
せ
、
固

く
調
べ
緒
を
締
め
上
げ
ま
す
。
演
奏

の
時
、「
カ
ー
ン
」
と
い
う
音
が
何

度
も
体
育
館
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

太
鼓
は
、
小
鼓
や
大
鼓
と
違
い
ば
ち

を
使
い
両
手
で
打
っ
て
い
き
ま
す
。

片
手
で
１
回
し
か
打
て
な
い
小
鼓
や

大
鼓
と
違
っ
て
、
２
回
打
つ
こ
と
が

で
き
る
太
鼓
は
リ
ズ
ム
楽
器
の
中
で

も
リ
ー
ド
役
で
、
演
目
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
や
亡
霊
が
出
て
く
る
場
面
に

は
必
ず
太
鼓
が
打
ち
だ
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

正
座
を
し
て
「
高
砂
」
の
謡
も
練

習
し
ま
し
た
。
大
き
な
声
を
出
す
に

は
、
姿
勢
を
正
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

普
段
正
座
を
す
る
機
会
が
少
な
い
子

ど
も
た
ち
は
、
謡
よ
り
も
正
座
の
方

が
難
し
い
様
子
で
し
た
。

先
生
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
謡

っ
た
「
高
砂
」
の
後
、
神
舞
を
演
じ

て
く
れ
ま
し
た
。
お
囃は
や

子し

や
舞
の
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

リコーダーと違っ
て、ただ吹くだけでは
音がでません。唇のあ
て方、息の吹き方を詳
しく教えてもらいまし
た。

打ったとたん
指が痛くて顔を
しかめる子ども
もいました。

能面はかけると言います。
面をかけると予想以上に視
界が悪くなり、距離感もな
くなるようでした。

扇の持ち方、立ち方を教
えてもらい、歩き方、すり
足を練習しました。姿勢、
手の構え、足の運び方など
を意識してすり足をすると
なかなか前にすすみません。

ばちで皮の真ん中をめが
けて打っていきます。先生
から順番を待つ子どもたち
もかけ声を掛けるように言
われました。大きな掛け声
が体育館に響いていまし
た。

構え方をしっ
かり習いました。

太鼓笛

舞

大鼓

能面

小鼓
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世尊寺で地元をあげて伝統行事
聖徳太子報恩大会式

４月29日（日）、世尊寺で「聖徳太子報恩大会式」が行
われました。

もともとこの催しは、聖徳太子ゆかりの世尊寺で、

太子の遺徳をしのび供養することを目的に行われてい

ましたが、今では、地元上比曽区のみなさんにより、

地域おこしの一環として盛大に行われるようになりま

した。

会場となった世尊寺の境内では、ヨーヨー釣りや金

魚すくい、焼き鳥やお好み焼きなどの模擬店のほか、

おもちの千本

つき、ごくま

きなども行わ

れ、一日中た

くさんの人で

にぎわいまし

た。

今年も新茶の摘み取りが始まりました
中増地区の「増茶」

５月に入り、お茶の里中増で新茶の摘み取り

が始まりました。

本町では、温暖な気候を利用して、古くから

お茶の栽培が行われています。特に江戸時代の

末期に、籠
かご

屋
や

忠
ちゅう

治
じ

郎
ろう

により宇治の茶の栽培方法

と製茶技術が伝えられると、大きく発展し、現

在では良質の大和茶の産地として知られるよう

になりました。

中増地区でとれるお茶は「増茶」と呼ばれ、

何度いれてもおいしいと言われています。みな

さんも、ほっと一息、大淀町特産の「増茶」を

味わってみてはいかがですか。

※増茶は、道の
駅吉野路大淀
ｉセンターな
どで販売され
ています。

交通事故のない やすらぎの 大和路づくり
春の交通安全県民運動

春の交通安全県民運動が、５月11日（金）から20日
（日）までの10日間にわたり実施されました。
「子どもと高齢者の交通事故防止」を基本として行わ

れたこの運動、町内各地で安全運転を呼びかける啓発

活動が行われました。

運動初日の11日（金）には、芦原南交差点で中吉野警
察署と交通安全関係団体、各種団体が協力して、交通

安全のチラシや

啓発物品をドラ

イバーに手わた

し、交通マナー

の向上を呼びか

けました。

▲交通安全を呼びかける参加者

▲一日中にぎわった世尊寺の境内

なし

なし

道の駅で健康チェック！！
一日まちの保健室

ナイチンゲールの誕生日である５月12日を
「看護の日」とし、多くの人に「看護の心」「助け

合いの心」を分かち合うことを目的に、各地で

さまざまなイベントが開催されました。

本町でも５月13日（日）、道の駅吉野路大淀
ｉセンターで「一日まちの保健室」が開設され、

およそ300人が会場を訪れました。
この日は奈良県看護協会南和地区支部のスタ

ッフが、身長・体重・血圧・体脂肪・血管年齢

などの測定を行い、その結果をもとに、健康相

談や、栄養相談を行いました。

参加した人は、「日ごろ、健康診断や健康相

談を受ける機

会がないので

助かります」

と話していま

した。

▲健康相談を受ける参加者
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使用済みテレホンカード・切手の仕分け作業に
ご協力いただきありがとうございました

３月28日（土）町中央公民館で、町内の小学生と保護
者が、多くの人からお寄せいただいた使用済みのテレ

ホンカードと切手の仕分け作業を行いました。

仕分けた物は、世界の子どもたちへワクチンを送っ

たり、医療技術の遅れているアジアやアフリカへ医師

などを派遣するための費用に充てられます。

協力していただいたみなさん、ありがとうございま

した。

▲仕分けをするボランティアのみなさん

陽春のなか、4月15日・28日・29日の3日間にわたり、町体育協会主催の春季大
会が町内の各会場において開催されました。各会場では参加者どうしの親睦と交流が
図られるとともに、熱戦が繰りひろげられました。主な結果をご紹介します。（敬称略）

●ボウリング
団体の部
優　勝　中部体育協会Ｂチーム
準優勝　北町体育協会Ａチーム
第3位　中部体育協会Ａチーム
個人一般の部
優　勝　岡　野　秋　典
準優勝　吉　村　寿　訓
第3位　深　尾　弘　太
個人シニアの部
優　勝　岩　上　巳希子
準優勝　西ノ薗　英　男
第3位　南　　　準　一

●卓　　球
個人男子の部
優　勝　松　山　郁　夫
準優勝　川　村　富　造
第３位　峠　　　貴資男
個人女子の部
優　勝　杉　本　佐恵子
準優勝　土　井　歌　子
第3位　松　本　マチコ

●ソフトボール
優　勝　北町体育協会
準優勝　中増ドリームス
第3位　雄　仁　・　南大和

●一般バレーボール
優　勝　北野クラブ
準優勝　ウイング
第3位　口桧垣本・シュガーズ
●ソフトテニス
男子の部
優　勝 坪井孝次・河田有二 組
準優勝 新谷陽一・樋口博一 組
第3位 山口精喜・南　雅樹 組

女子の部
優　勝 平野聖子・河田敦子 組
準優勝 清水綾香・古賀野洋美 組
第3位 中谷知代・東田江里加 組

町体育協会主催 春季大会

4月30日（祝・月）町スポーツ少年団春季軟式野球大会が開催
され4チームが参加しました。
熱戦の末、花吉野スポーツ少年団が優勝し、6月に開催される

県大会に出場することとなりました。

優勝した花吉野スポーツ少年団　平田　華乃さんのコメント

みんなの力で優勝できてうれしかったです。
県大会でも優勝めざしてがんばります。

町スポーツ少年団 春季大会
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▲40年ほど前の下渕
（『大淀町勢要覧1996年度版』より）

が
い
も
と

大
淀
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
広
が
る
、

山
地
と
吉
野
川
に
挟
ま
れ
た
ま
ち
、

下
渕
。

近
鉄
下
市
口
駅
か
ら
南
へ
延
び
る

商
店
街
と
、
千
石
橋
を
経
て
下
市
方

面
へ
と
向
か
う
交
通
路
の
基
点
と
し

た
、
近
代
以
降
の
賑
わ
い
を
象
徴
す

る
場
所
、
と
も
い
え
ま
す
。

下
渕
・
桧
垣
本
の
広
い
範
囲
に
か

け
て
、
町
内
最
古
の
遺
跡
で
あ
る
大

淀
桜
ヶ
丘
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
跡
は
戦
前
、「
下
渕
遺
跡
」

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

を
代
表
す
る
考
古
学
者
た
ち
が
、
こ

の
遺
跡
に
や
っ
て
き
て
は
、
そ
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
日

本
の
農
耕
文
化
の
研
究
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
、
桜
井
出
身
の
考
古
学

者
・
森
本
六

も
り
も
と
ろ
く
爾じ

（
１
９
０
３
―
１
９

３
６
）
と
、
日
本
で
最
初
に
旧
石
器

人
骨
「
明あ
か

石し

原
人
げ
ん
じ
ん

」
を
発
見
し
た
考

古
学
・
動
物
学
者
の
直な
お

良ら

信の
ぶ

夫お

（
１

９
０
２
―
１
９
８
５
）
が
下
渕
を
訪

れ
た
の
は
、
大
正
15
年
（
昭
和
元

年
・
１
９
２
６
）
の
８
月
で
し
た
。

直
良
の
当
時
の
紀
行
文
（「
大
和

下
渕
の
遺
跡
」『
近
畿
古
代
文
化
叢そ
う

考こ
う

』
昭
和
18
年
刊
）
に
よ
る
と
、

「
や
け
つ
く
や
う
な
暑
さ
を
お
か

し
て
、
私
と
森
本
六
爾
君
と
は
、
吉

野
鉄
道
の
下
市
口
駅
を
降
り
た
。
…

砂
埃
す
な
ぼ
こ
りの
ひ
ど
い
町
中
を
素
通
り
し
て
、

県
立
農
林
学
校
の
あ
る
高
台
へ
と
急

い
で
の
ぼ
つ
た
。
…
」

当
時
の
下
渕
は
、
彼
ら
の
眼
に
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

「
吉
野
鉄
道
」
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ

和
歌
山
線
吉
野
口
駅
か
ら
近
鉄
六
田

駅
ま
で
の
区
間
に
、
大
正
元
（
１
９

１
２
）
年
に
開
通
し
た
軽
便
鉄
道
の

こ
と
で
す
。
昭
和
４
（
１
９
２
９
）

年
、
大
阪
電
気
軌き

道ど
う
（
現
在
の
近
鉄
）

に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

「
県
立
農
林
学
校
」
は
、
明
治
35

（
１
９
０
２
）
年
に
開
校
し
、
大
正

12
年
（
１
９
２
３
）
ま
で
今
の
県
立

大
淀
高
校
の
場
所
に
あ
っ
た
学
校
で

す
。
直
良
た
ち
が
訪
れ
た
時
に
は
、

女
学
生
の
通
う
「
県
立
吉
野
高
等
女

学
校
」
の
校
舎
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

森
本
六
爾
の
後
輩
に
あ
た
る
、
後
に

国
学
院
大
学
名
誉
教
授
と
な
っ
た
樋ひ

口
清
之

ぐ
ち
き
よ
ゆ
き

（
１
９
０
９
―
１
９
９
７
）

も
、
ま
だ
10
代
の
若
い
こ
ろ
、
数
回

下
渕
遺
跡
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

拾
っ
た
石
器
を
欧
米
流
の
綿
密
な

分
析
で
検
討
し
た
論
文
（「
奈
良
県

吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
発
見
の
打
製
石

器
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
80
巻
第
２

号
・
昭
和
３
年
刊
）
の
中
で
、
土
器

や
石
器
が
採
集
で
き
る
奈
良
県
の
代

表
的
な
遺
跡
と
し
て
、
今
か
ら
１
２

０
年
前
の
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年

ご
ろ
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
と
、
報

告
し
て
い
ま
す
。

再
び
直
良
の
紀
行
文
に
戻
り
ま
し

ょ
う
。

「
私
と
森
本
君
と
は
、
農
園
の
端

に
あ
っ
た
、
井
戸
の
釣つ
る

瓶べ

を
た
ぐ
っ

て
、
ま
づ
一
杯
、
ゴ
ク
ン
ゴ
ク
ン
と

釣
瓶
に
口
づ
け
て
乾
き
き
つ
た
咽
喉
の

ど

を
潤う
る

ほ
し
、
上
衣
を
ぬ
い
で
、
四
つ

ん
ば
ひ
に
な
っ
て
土
器
を
探
し
は
じ

め
た
。」

森
本
ら
が
の
ど
を
潤
し
た
、「
農

園
の
端
の
井
戸
」
は
、
い
っ
た
い
ど

こ
の
井
戸
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

水
道
の
普
及
で
、
今
で
は
井
戸
で
水

を
汲
む
よ
う
な
生
活
は
す
っ
か
り
身

を
潜
め
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
下
渕

の
台
地
に
も
、
豊
富
な
地
下
水
の
流

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

戦
後
の
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
、

第
二
小
学
校
（
現
桜
ヶ
丘
小
学
校
）

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
工
事
に
と
も
な

い
、
緊
急
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

下
渕
遺
跡
は
県
内
で
も
屈く
っ

指し

の
縄
文

時
代
前ぜ
ん

期き

（
約
５
・
６
千
年
前
）
の

集
落
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
淀
町
内
で

行
わ
れ
た
、
初
め
て
の
本
格
的
な
発

掘
調
査
で
す
。

そ
の
後
に
続
い
た
住
宅
開
発
や
学

校
の
校
舎
建
替
え
工
事
の
た
め
、
遺

跡
の
大
部
分
が
造
成
さ
れ
て
ゆ
く
な

か
で
、
有
名
に
な
っ
た
下
渕
の
縄
文

遺
跡
は
、
石
器
が
拾
え
る
よ
う
な
場

所
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
淀
町
全
体
を
通
じ
て
い

え
る
こ
と
で
す
が
、
遺
跡
の
発
見
と

開
発
が
せ
め
ぎ
あ
い
な
が
ら
混
在
す

る
姿
を
、
下
渕
の
ま
ち
に
も
み
る
気

が
し
ま
す
。

◇
町
教
育
委
員
会
・
学
芸
員松

田
　
度

遺
跡
を
探
し
て
１
２
０
年

下
渕

平成19年度生涯学習事業の一環として、町民を対象とし
た歴史学習会を行います。
郷土の歴史と文化から、新しいまちづくりのきっかけを
探してみませんか。
■日　時 ６月８日（金）午後７時から１時間30分程度　
■場　所 佐名伝公民館

■参加費 無料
第１回目は「佐名伝の歴史と文化」です。
※ スライドショーやミニ展示もあります。家族や近所の
人など、誘い合わせのうえ、ぜひ参加してください。
■問い合わせ先 町教育委員会生涯学習課　10747%21522

「おおよど歴史学習会」を実施します
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日�

�

24

23

月�火�水�木�金�土�

12 13 1410

26 27

3 5 6

15 16

19 21 2220

文化会館・図書館ともに休みの日�

ホール・会議室などが使用できない日�

図書館が使用できない日　　　　�

4

11

17

25 292928 30

7 8 9

1 2

18

６月17日（日）は、父の日です。母の日よりは、まだまだ控えめ

な父の日ですが、いつもがんばってくれているお父さんに感謝の

気持ちを伝えてみましょう。

にしきしゅう いろど

あお

６月のおはなし会
●６月17日（日）午後３時～
こどものためのおはなし会

●６月23日（土）午後２時30分～
こどものためのおはなし会

「おとぞうさん」
絵と文／マイケル・グレイニエツ　
訳／ほそのあやこ　セーラー出版

「お父さんのバックドロップ」
作／中島らも　画／山口みねやす　学研

「無名」
著／沢木耕太郎　幻冬舎

「全図解おやじレシピ」
編著／オフィスＳＮＯＷ　平凡社

読み手と聴き手がひびきあう朗読養成講座

料理の道具、調味料だけでなく、
野菜の洗い方や皮のむき方まで写真
入りで説明してあります。すき焼き
のタレとめんつゆで作るかんたん料
理など、和食中心でヘルシーな初心
者向けの本です。時には、お料理で
いつものお父さんとは違った一面を
出してみてはいかがでしょうか。

おもちゃ屋さんの前を通るたびに
「ほしいなぁ、あの　ぞうさん。」と
言う娘のために、お父さんもぞうさ
んが欲しくなってしまいます。する
と突然、「このはこをどうぞう」と渡
された箱の中には『あなたもぞうに
なれる』と言う本といくつかの薬が
入ってて…。

一日一合の酒と一冊の本があれ
ば、それが最高の贅沢と言っていた
父が、脳の出血で入院し、静けさの
中に消えてゆこうとしています。父
の枕元で父が作っていた俳句を読み
ながら、父と過ごした記憶を甦らせ
ようとする私。作者自らの父の死を
正面から見据えた感動の１冊です。

よみがえ

まくら

ぜい

下田くんのお父さんは有名な悪役
プロレスラーの牛之助。頭は金髪、
顔は赤白の隈取り、リングでみどり
色の霧を吹いています。そんな父親
が下田くんは嫌でたまりません。父
を思う小学生の胸のうちをユーモラ
スに描いた表題作のほか、４つの物
語を収めた短編集です。

くま

近ごろ、文字を音読すると脳の活性化につながると言われています。
また、お子さんや、目の不自由な人に読んであげることでお互いに本
にふれ作品を楽しむことができます。
みなさん、この機会に音読を体験してみましょう。
日　　時 ６月24日（日）午後２時30分～

７月22日（日）午後２時30分～
※両日とも２時間の予定

場　　所 図書館　おはなしの部屋
講　　師 佐渡娑智子さん
費　　用 無料
申し込み 図書館カウンター、または電話で申し込んでください。
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日本脳炎予防接種についてのお知らせ

町保健センター　1　 0747－52－9403　�
　　　　　　　　FAX 0747－52－9404
ホームページからも申し込みができます。�
　　　　　　　　　　http://www.town.oyodo.nara.jp

［乳幼児］午前９時～午前11時　　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
対　象］尿検査・血圧測定・保健師や栄

養士による健康についての相談
を行います。

●子どもの健康診査
実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査 ６月13日（水）・午後１時30分～午後２時 H19.１.16～H19.２.17生まれ
10ヵ月児健康診査 ６月14日（木）・午後１時30分～午後２時 H18.７.16～H18.８.18生まれ
３歳児健康診査 ６月22日（金）・午後１時15分～午後２時 H15.11.１～H15.12.31生まれ
※１　対象児には問診票を送付します。 ※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４ヶ月児健康診査で、ＢＣＧ予防接種を同時実施します。

※１　対象児には予診票を送付します。
（以前に予診票を送付したお子さんで、予防接種を終了していない場合は、再通知はしません。該当する人は
前もって町保健センターへ連絡してください。）

※２　受付時間は午後１時30分から午後２時までです。
（麻しん風しん混合の第２期を受けるお子さんの受付時間は、午後２時から午後２時30分までです）

※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入した人は、以前に受けた予防接種について、町保健センターへ連絡してください。連絡のない場合は、予防
接種の案内ができませんので、ご了承ください。

予 防 接 種 名 実施日 対　　　　　象
今月通知する子 前の対象で受けていない子

H18.９.１～H18.９.30生まれの子

H17.４.１～H17.４.30生まれの子

H18.５.19～H18.６.28生まれの子

H13.10.１～H13.12.31生まれの子

H18.７.１～H18.12.31生まれの子

麻しん風しん混合

ポリオ

三種混合
６月26日（火）
７月25日（水）
８月21日（火）

６月28日（木）
６月27日（水）
６月28日（木）
７月９日（月）

７歳６カ月未満の子

「Ⅰ期初回」の接種を終了
した７歳６カ月未満の子
１歳から２歳未満の子

幼稚園・保育所等の年長児

７歳６カ月未満の子

1期
初回
1期
追加
第１期

第２期

●予防接種

●検　　診

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。（インターネットでも申し込みできます。）
※２　場所は町保健センターです。
※３　その他の健診・検診は本紙４月号折り込み「町保健事業予定」をご覧ください。

実施日・実施時間 対　　　　 象 料　　金
町民で満20歳以上の女性

※この検診の受診は２年に１回です。
平成18年度に受診された人は、今年
度は対象になりません。

500円
※満65歳以上は無料

６月25日（月）
午後１時30分～午後３時

子宮がん検診
（問診・視診・内診・子宮頚部細
胞診を行います。）

平成17年５月、日本脳炎ワクチンによる重症の副反応が起こったことにより、厚生労働省から同ワクチンによる積極
的な接種勧奨を差し控えるとの勧告があり、接種を中止してきました。現在も新ワクチンによる再開のめどはたってい
ません。町では日本脳炎の対象（第１期：平成16年４月１日以前に出生し７歳６カ月未満・第２期：小学校４～６年生）
で規定の回数を終了していない人で、流行地への渡航などで心配な人など、特に保護者が希望し同意される場合には旧
ワクチンでの接種を実施します。希望者は町保健センターに申し込んでください。



※受付時間は、診療開始・終了の30分前です。

■問い合わせ先 吉野保健所　健康増進課感染症係 10747%20551

●橿原市休日夜間応急診療所●
（橿原市保健センター１階）
近鉄畝傍御陵前駅西出口すぐ

1 0744 9683

お子さんの夜間の急病に備えて…

～小児科医による深夜の
応急診療が開設されました～

骨密度を測定してみませんか？
超音波で骨密度を測定します。
骨の状態を知り、骨粗しょう症を予防しましょう

【申し込み】町保健センターへ電話で申し込んで
ください。10747%29403

実　施　日 ７月５日（木）・７月６日（金）

実施時間
午前10時～正午
午後１時～午後５時

場　　所 町保健センター
対　　象 町民で満20歳以上の人
定　　員 １時間ごとに12人
料　　金 無料

開設日 診療時間

毎　日 午前０時～午前６時

パ
ニ
ッ
ク
障
害

誰
で
も
不
安
を
感
じ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
石
川
県
で
大
地
震
が
起
こ
れ

ば
「
次
は
奈
良
県
か
も
し
れ
な
い
」

と
不
安
を
感
じ
ま
す
し
、
入
試
の
前

「
出
来
る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
に
な

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
理
由
の
あ
る

不
安
は
、日
常
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
不
安

は
、
こ
れ
と
い
っ
た
は
っ
き
り
し
た

理
由
は
な
い
の
に
、
突
然
大
き
な
不

安
に
襲
わ
れ
る
病
気
な
の
で
す
。

パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
、
大
き
な
不
安

と
と
も
に
、
た
い
て
い
次
の
よ
う
な

身
体
症
状
を
伴
っ
て
き
ま
す
。

¡
動
悸
ど
う
き

が
し
て
脈
が
早
く
な
る

¡
胸
が
詰
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ

¡
息
が
で
き
な
い

¡
皮
膚
が
蒼あ
お

白
く
な
っ
た
り
、
紅
潮

し
た
り
す
る

¡
血
圧
の
上
昇
、
あ
る
い
は
低
下

¡
腹
痛
、
下
痢
、
便
意
な
ど

¡
吐
き
気
が
し
、
実
際
に
吐
い
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る

¡
筋
肉
の
緊
張
、
あ
る
い
は
脱
力
感

平成19年２月に開催されたエイズ動向委員会の発表
によると、HIV感染者数は、平成18年においても過去
最高を記録しており、予断を許さない状況となってい
ます。
この機会にあなたもエイズ検査を受けてみませんか。

●土日検査
６月２日（土）午後２時～午後４時

●平日夜間検査
６月５日（火）午後５時30分～午後７時30分

即日HIV抗体検査・エイズ相談

6月1日～7日は、HIV検査普及週間です

日　　時：毎月第２・４月曜日
午前９時～午前11時

場　　所：吉野保健所
内　　容：相談、血液検査、結果説明
申し込み：当日、吉野保健所へ来てください。
料　　金：無料
そ の 他：匿名で受けることができます。

結果は、１時間後にわかります。

HIV検査普及週間後も、定期的に相談や検
査を実施しています

¡
め
ま
い
、
耳
鳴
り
が
す
る

¡
そ
の
他
、
汗
が
出
る
、
頭
痛
、

頭
の
異
常
感
（
血
管
が
切
れ
た

よ
う
な
感
じ
、
し
び
れ
）
な
ど

さ
ら
に
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は

気
が
狂
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
激
し
い
恐
怖
の
た

め
に
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る
人
も

い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
不
安
と
身
体
症
状

が
急
激
に
始
ま
っ
て
、
数
分
か
ら

数
時
間
で
治
ま
り
ま
す
。
身
体
症

状
を
伴
っ
て
い
る
も
の
の
、
身
体

的
に
は
、
特
に
異
常
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
パ

ニ
ッ
ク
発
作
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
、
こ
の
急

性
不
安
発
作
を
繰
り
返
す
病
気
で

す
。パ

ニ
ッ
ク
障
害
が
ひ
ど
く
な
る

と
、
パ
ニ
ッ
ク
発
作
が
起
こ
る
の

が
怖
く
て
電
車
に
乗
れ
な
く
な
っ

た
り
、
必
ず
身
体
に
病
気
が
あ
る

に
違
い
な
い
と
、
病
院
を
転
々
と

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、

最
寄
り
の
精
神
科
や
心
療
内
科
で

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会
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◇大淀あらかしテレビの番組・加入促進補助金に関すること
町役場企画課
◇こまどりケーブルの加入・キャンペーンに関すること
こまどりケーブル　10120－667－740

問い合わせ　　1　　0746－34－5501�
　　　　　　ＦＡＸ　0746－34－5502

（町健康づくりセンター）�
樹々の緑が濃くなってきました。
大淀あらかしテレビでは、町内で行われたイベ

ントなど身近な話題を放送しています。

６月は、「高齢者運動会」「リバーパークで消防
訓練」「今木の里の蛍祭り」「保育所・幼稚園・小
学校でプール開き」などを放送する予定です。
大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどり

ケーブルへの加入が必要です。

ぜひ、加入して下さい。

第２期有料プログラム会員募集
■実施時期 ７月～９月
７月から始まる第２期有料プログラムの会員を募

集します。ヨガ、エアロビクス、アクアビクス、水
泳教室などさまざまな教室を予定しています。３ヶ
月の期間でしっかりと練習したい人、何かを始めて
みたいと考えている人はお待ちしています。
また、金曜日、午後７時30分から、パワー系ヨガ

のレッスンを予定しています。
詳しくは、問い合わせてください。

第２期子どもスイミング教室会員募集
■実施時期 ７月～９月
■申込開始 ６月９日（土）午前11時から
※ 募集人数は、クラスにより異なりますので、詳
しくは問い合わせてください。

ミズノウエルネス大淀定期会員募集
広報「おおよど」または、折込チラシを見て、定期

会員に申し込んだ人を対象に、利用料金キャッシュ
バックキャンペーンを実施します。
暖かくなったこの季節に身体を動かし始めません

か。入会のためのオリエンテーションは、随時（時間
指定があります）行っています。オリエンテーション
に来館する場合は、事前に電話をしてください。
詳しくは、折込チラシをご覧ください。

■主　　管 町教育委員会

▲昨年のプール開きの様子

あらかし友の会会員募集！！
あらかし友の会に入会すると、入場券の先

行予約、会員価格等を利用することができます。

◇あらかしキッズカーニバル　入場券好評販売中！！
☆「獣拳戦隊ゲキレンジャー」のアクションショー
☆「Yes！プリキュア５」のキャラクターショー
○日　時 ７月16日（月・祝日）

１回目　午前１１時開演　２回目　午後２時30分開演　全席自由
○入場料 前売り入場券
〈一般〉（当日は300円増） 〈友の会〉（前売りのみ）

おとな　1,200円　こども600円　　　　　　　　　　　おとな　1,000円　こども　500円
ペア券（おとな１名こども１名）1,500円　　　　　 ペア券（おとな１名こども１名）1,200円
乳幼児　200円（乳幼児券は３歳未満のお子様）

◇能楽座公演 入場券７月上旬発売予定
狂言「鳴子遣子」 能「天鼓」
○日　時 ９月１日（土）午後６時30分開演

◇川中美幸コンサート 入場券８月上旬発売予定
○日　時 10月６日（土）昼・夜２回公演予定

◇◇チケットのお求め・あらかし友の会の入会については◇◇
大淀町文化会館 10747%42110まで問い合わせ下さい
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大淀中学校英語指導助手の　　�
バッゲンストス・バイアンさん�

パ
ン
ダ
ク
ラ
ス

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を
実施しています。
■日　　時 毎週月曜日：パンダクラス（０･１歳児）

毎週水曜日：ウサギクラス（２歳児以上）
※　どちらも午前10時から午前11時30分までです。
■場　　所 延明保育園あそびの森子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前10時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。
希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

※ 「自宅で子どもとの関わり方」「オムツ替え」「授乳」など
家庭での子育てについて相談がある場合は、自宅に訪問します。
気軽に利用してください。
■問い合わせ 延明保育園　10747－52－0388

ウ
サ
ギ
ク
ラ
ス

６／26（火）

６／18（月）

６／25（月）

７／９（月）

７／２（月）

６／20（水）

育児講座

ワイワイタイム

お誕生日会（６月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は、６月20
日（水）までに子育て支援センターに申
し込んでください）

たなばたパーティー・手作りおやつ

うんどうあそび

育児講座

お誕生日会（６月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は、６月20
日（水）までに子育て支援センターに申
し込んでください）

ワイワイたいむ

たなばたパーティー・手作りおやつ

どろんこあそび

６／26（火）

６／27（水）

７／４（水）

７／11（水）

サテライト保育
日　　時　７月10日（火）
場　　所　北野東公民館
時　　間　午前10時15分～午前11時15分
対象地区　北野に住んでいる人

ママトーク（クラフト作り）
日　時　７月３日（火）…（申込締切６月27日）
参加費 200円（材料費300円は別途必要）

ママ・エアロビクス
日　時　６月12日（火）
ママトークの人も参加できます。

Yay, for warm weather！

I can’t believe it is June already！ It feels like Golden
Week was only yesterday. I went to Korea again for
Golden Week and it was great！ The weather was nice
this time and I was able to spend more time with my
boyfriend and his family. I was also able to go Seoul,
too. That is a BIG city！ I did a lot of shopping and a lot
of eating. We were there on“Children’s Day”, so it was
very busy. I got to see lots of cute, little children being
spoiled on their“special”day. Kawai！ I really liked Seoul
and I hope I get to see it again. There are still lots of
things I want to buy.
In other news, I am excited that my boyfriend will come
here this month！ So, if you see an unfamiliar face, it’s
probably him. He does not speak Japanese and he is a
little shy, but he is very nice. Please help me welcome
him. He is really excited to come see Japan since I
have told him so much about it. I think he will love
Japan as much as I do！
See you next month J

やったぁ！暖かくなってきました。
もう6月だなんて信じられません。ゴールデンウィ

ークが、まるで昨日のことのように感じられます。ゴ
ールデンウィークにもう一度韓国に行ってきたのですが、
最高でした。今回は天気が良くて前回よりも長い時間、
ボーイフレンドと彼の家族と一緒に過ごすことができ
ました。ソウルにも行くことができました。ソウルは
大都市です。いっぱい買い物をして、いっぱいおいし
いものを食べました。「子どもの日」のソウルは、人が
すごく多くたいへん賑わっていました。特別な日なの
で、多くのかわいい子どもたちが羽を伸ばして大いに
楽しんでいるのを見ることができました。本当にソウ
ルが気に入りました。また行きたいなぁと思います。
まだまだ買いたいものがたくさんあるんです。
ところで、ボーイフレンドが今月日本にやってくる

んです。すごくわくわくしています。もし、見かけな
い顔を見たら、それが多分私のボーイフレンドです。
彼は日本語が話せませんし、ちょっぴり恥ずかしがり
やです。でも、とってもかっこいいんです。見かけたら、
よろしくね。私が彼に日本のことをいっぱい話してき
たので、彼は本当に日本にくるのを楽しみにして興奮
しています。私同様彼も日本が大好きだと思います。
それでは、また来月にお会いしましょう。



■日時 午前９時～午後４時
（土、日、祝日を除く）

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 町役場人権施策推進室

■日時 毎週月・水・金曜日
午前９時～午後５時
（祝日および金曜日の午後を除く）

■場所 大淀町中央公民館３階
■問い合わせ 教育相談室　10747%21525

■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 大淀町社会福祉協議会
■問い合わせ 大淀町社会福祉協議会

10747%30589

■日時 ６月15日f
午後１時～午後４時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

10747%25501（要予約）

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談

教育相談

人権相談

■日時 ７月17日c
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

10746#23081
■日時 ８月16日e

午後１時～午後４時
■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

10747%20001

■日時 毎週木曜日
午後１時～午後４時

■場所 南和法律相談センター
（五條市今井ナントビル２階）

■予約受付 月曜日～金曜日
午前９時30分～正午
午後１時～午後４時

■問い合わせ　
南和法律相談センター　
10747@35234

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 川上村役場（６月）
■問い合わせ 川上村役場地域振興課

10746%20111

消費生活相談

無料法律相談

■日時 ６月16日g
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ
県建築協同組合中吉野支部
10747%29971

■日時 毎月第２火曜日
午前10時～午後３時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

■日時 ７月６日f
午前10時30分～午後４時

■場所 下市町保健センター
■問い合わせ 高田児童相談所

10745@26079

児童相談

無料交通事故相談

住宅増改築相談相� 談�

人権コラム
Vol.5

共
感
か
ら
つ
な
が
り
へ

法テラス
身近な法的トラブルについてお

気軽にお問い合わせください。
解決に役立つ法制度や最適な相

談機関を紹介します。
■問い合わせ　
法テラス日本司法支援センター
10570－078374

あ
る
「
し
ょ
う
が
い
」
を
も
つ
子

の
母
親
の
話
で
す
。
そ
の
子
は
生
ま

れ
た
時
か
ら
身
体
が
不
自
由
で
、
母

親
の
押
す
車
イ
ス
で
外
出
し
た
時
、

知
り
合
い
の
人
に
出
会
う
と
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
大
変
で
す
ね
」

「
か
わ
い
そ
う
に
」
と
母
子
に
声
を

か
け
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

時
ど
う
返
事
を
し
た
ら
い
い
か
困
る

し
、
顔
に
は
出
せ
な
い
け
ど
、
と
て

も
不
愉
快
な
気
持
ち
に
な
る
と
い
う

の
で
す
。
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
に

は
何
の
悪
意
も
な
い
と
は
わ
か
っ
て

い
る
だ
け
に
、
余
計
に
複
雑
な
心
境

に
な
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
ご
ろ
、
身
体
の
不
自

由
な
人
や
不
幸
な
状
況
に
陥
っ
て
い

る
人
と
出
合
っ
た
場
合
、「
大
変
で

す
ね
」「
か
わ
い
そ
う
」
と
声
を
か

け
た
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
と
し

て
の
自
然
な
感
情
で
あ
り
、
自
分
が

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
場
合
を

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
自
然
な
感
情
の
中

に
も
「
落
と
し
穴
」
が
あ
り
ま
す
。

先
の
母
子
の
例
を
取
る
と
、「
大
変

で
す
ね
」
の
言
葉
の
裏
に
は
「
し
ょ

う
が
い
」
を
も
つ
子
が
い
る
こ
と
が
、

母
親
に
と
っ
て
は
「
お
荷
物
」
と
取

れ
る
の
で
す
。

ま
た
、「
か
わ
い
そ
う
」
の
言
葉

に
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

「
自
分
は
他
の
人
と
違
う
特
別
な
存

在
で
あ
り
、
普
通
の
子
ど
も
と
し
て

の
自
分
を
否
定
さ
れ
た
」
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

中
に
は
、
こ
の
母
子
を
見
て
「
自

分
で
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
た

り
、「
大
変
で
す
ね
」「
か
わ
い
そ
う
」

と
い
う
言
葉
で
自
分
の
差
別
意
識
を

取
り
繕
う
と
す
る
人
も
い
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
「
大
変
で
す
ね
」「
か
わ

い
そ
う
」
と
い
う
言
葉
は
と
て
も
無

責
任
で
差
別
的
な
意
味
を
持
ち
か
ね

な
い
の
で
す
。

そ
の
母
親
の
複
雑
な
心
境
と
い
う

の
は
、
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
警
戒
心

の
現
れ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
「
大
変
で
す
ね
」

「
か
わ
い
そ
う
」
と
感
じ
る
こ
と
を

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、

そ
の
人
た
ち
の
外
面
だ
け
で
な
く
内

面
に
ま
で
思
い
を
巡
ら
し
、
そ
の
つ

ら
さ
や
痛
み
を
自
分
の
も
の
と
感
じ

ら
れ
る
か
で
す
。
そ
し
て
、「
自
分

に
何
が
で
き
る
の
か
」
と
考
え
、
何

か
し
ら
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
に
こ
そ
、
人
に
対
す
る
「
共

感
」
や
「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
、
高
等

学
校
お
よ
び
大
学
に
就
学
が
困
難
な

人
の
た
め
に
、
進
学
の
機
会
の
拡
大
、

就
学
の
奨
励
と
教
育
の
機
会
均
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
町
独
自
の

奨
励
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
奨
学
金
給
付
の
対
象
者

平
成
19
年
度
入
学
者
で
、
次
の
項

目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

q
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
、
低
所

得
世
帯
に
属
し
、
現
に
児
童
（
20

歳
未
満
）
を
扶
養
し
て
い
る
人
（
20

歳
以
上
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
寡

婦
を
含
む
）

w
低
所
得
世
帯
に
属
し
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
著
し
く
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
人
で
、
生
活
保
護
法

第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
該
当

し
、
授
業
料
の
免
除
を
受
け
て
い

な
い
人

e
そ
の
他
、
町
長
が
特
に
認
め
た
人

■
奨
学
金
の
額

公
立
高
等
学
校
　
５
万
円

私
立
高
等
学
校
　
10
万
円

国
公
私
立
大
学
　
20
万
円

■
申
請
に
必
要
な
書
類

q
奨
励
金
給
付
申
請
書
（
町
教
育
委

員
会
学
務
課
に
あ
り
ま
す
）

w
高
等
学
校
・
大
学
発
行
の
在
学
証

明
書
（
１
通
）

e
住
民
票
謄
本
と
課
税
証
明
書

■
申
請
書
受
付
期
間

６
月
11
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

※

受
付
は
町
教
育
委
員
会
の
執
務

時
間
内
と
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
学
務
課

県
民
税
と
町
民
税
を
合
わ
せ
て

「
町
県
民
税
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も
な
じ
み
の

深
い
税
金
の
一
つ
で
、
個
人
だ
け
で

は
な
く
法
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
個
人
に
か
か
る
町
県
民
税
に
つ
い

て
q
前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
税
が
か

か
り
ま
す
。

町
県
民
税
に
は
、
所
得
金
額
に
応

じ
て
か
か
る
所
得
割
（
法
人
の
場
合

に
は
法
人
税
割
）
と
所
得
金
額
に
関

係
な
く
均
一
に
か
か
る
均
等
割
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
町
県
民
税
は
、
前
年
の
所

得
に
基
づ
い
て
翌
年
の
６
月
か
ら
か

か
る
税
金
で
す
。
も
し
、
仕
事
を
辞

め
て
今
年
は
収
入
が
な
い
場
合
で
も
、

前
年
に
収
入
が
あ
れ
ば
税
を
納
め
て

い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
県
民
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
住
所
地
で
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
転
入
・
転
出
の
際
は
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

w
個
人
事
業
者
な
ど
の
納
税
方
法

個
人
の
町
民
税
の
徴
収
は
、
県
民

税
を
含
め
て
町
が
一
括
し
て
処
理
を

し
て
い
ま
す
。
事
業
所
得
者
な
ど
の

町
県
民
税
は
、
納
税
通
知
書
に
よ
っ

て
町
か
ら
納
税
者
に
通
知
し
、
通
常

６
月
、
９
月
、
12
月
の
３
回
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
は
、
町
県
民
税
全
期
・
第
１

期
の
納
期
で
す
。
７
月
２
日
の
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
税
務
課

昨
年
４
月
か
ら
森
林
環
境
税
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
公
益
的

機
能
を
有
す
る
森
林
の
保
全
の
た
め

に
み
な
さ
ん
に
負
担
を
お
願
い
す
る

も
の
で
、
県
民
税
均
等
割
に
加
算
し

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
個
人
　
年
額
５
０
０
円

○
法
人
　
現
行
の
県
民
税
均
等
割
の

税
額
の
５
％

■
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
税
務
課

1
０
７
４
２
@7
８
３
６
３

家
で
家
族
を
介
護
す
る
人
が
、
よ

り
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
、

介
護
の
知
識
・
技
術
を
学
び
、
介
護

に
つ
い
て
の
精
神
的
・
肉
体
的
な
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

■
日
　
時

７
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所

町
桜
ケ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

集
会
室

■
内
　
容

歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
な
ど

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
方
法

■
対
象
者

要
介
護
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家

族
、
一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
老
人
の
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
近
隣
の
援
助
者

お
よ
び
家
族
介
護
に
対
し
て
理
解
の

あ
る
人

■
募
集
人
数

20
人
程
度
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切

７
月
13
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
７
%2
７
７
６
０

重
度
視
覚
障
が
い
者
、
肢
体
不
自

由
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
に
、
盲
導
犬
、
介
助
犬
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
盲
導
犬
・
介
助
犬
の
取
得
条
件

○
重
度
（
障
が
い
程
度
が
１
級
〜
２

級
、
視
野
障
が
い
を
含
む
）
の
視

覚
障
が
い
者
。（
盲
導
犬
）

○
肢
体
不
自
由
の
た
め
、
日
常
生
活

に
著
し
い
支
障
が
あ
る
身
体
障
が

い
者
（
介
助
犬
）

○
18
歳
以
上
で
、
県
内
に
３
ヶ
月
以

上
居
住
し
て
い
る
者

※

こ
の
ほ
か
い
く
つ
か
の
条
件
が

あ
り
、
申
請
後
に
調
査
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
頭
数
に
限
り
が
あ
り
、

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

６
月
29
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
福
祉
介
護
課

高
等
学
校
大
学
進
学
一
時
金

家
族
介
護
者
教
室

盲
導
犬
・
介
助
犬

給
付
希
望
者
を
募
集

町
県
民
税
第
１
期
の
納
期
で
す

森
林
環
境
税
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
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児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
時
期

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
６
月
中
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
確

認
す
る
た
め
、
６
月
１
日
（
金
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月

以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

本
年
４
月
末
ま
で
に
認
定
請
求
手

続
き
を
し
て
、
新
た
に
手
当
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
人
も
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年
１

月
１
日
現
在
で
本
町
に
住
所
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
人
は
、
前
住
所
地
が

発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

（
控
除
内
訳
・
扶
養
人
数
の
記
載
の

あ
る
も
の
）
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
所
得
が
限
度
額
を

超
え
て
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人
も
、
児
童
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
認
定
請
求
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
届
出
に
必
要
な
用
紙
は
町

役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

不
法
滞
在
者
と
は
、
偽
造
パ
ス
ポ

ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で
不
法
に
入
国

す
る
者
、
在
留
（
滞
在
）
期
間
を
超

え
て
も
出
国
せ
ず
に
不
法
に
残
留
す

る
者
を
言
い
ま
す
。
不
法
滞
在
者
は

推
計
22
万
人
で
、
そ
の
う
ち
不
法
残

留
者
は
17
万
８
３
９
人
（
法
務
省
調

べ
）
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
不
法

就
労
し
て
経
済
・
社
会
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
悪
質
な
不
法
滞
在
者

た
ち
が
グ
ル
ー
プ
化
し
て
犯
罪
を
犯

す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
治
安
を

脅
か
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
偽
装
結

婚
、
偽
造
旅
券
の
売
買
な
ど
、
不
法

滞
在
・
不
法
就
労
を
助
長
す
る
犯
罪

も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の

規
定
に
よ
り
、
働
く
こ
と
を
認
め
ら

れ
て
い
な
い
外
国
人
（
不
法
残
留
者

な
ど
）
を
雇
っ
た
事
業
主
は
法
律
に

よ
り
処
せ
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人

を
雇
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
で
在
留
資
格
・
在
留
期
限

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

不
審
な
人
を
見
か
け
た
り
、
関
連

す
る
話
を
聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、

迷
わ
ず
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
吉
野
警
察
署

1
０
７
４
７
%3
０
１
１
０

「
危
険
物
目
指
せ
無
事
故
の
Ｍ
Ｖ

Ｐ
」
を
統
一
標
語
に
、
危
険
物
安
全

週
間
が
６
月
３
日
（
日
）
か
ら
６
月

９
日
（
土
）
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
、
危
険

物
は
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
品

物
の
中
に
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
・
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、

軽
油
）、
化
粧
品
や
油
性
塗
料
な
ど

の
原
料
（
ア
ル
コ
ー
ル
、
シ
ン
ナ
ー

な
ど
）、
花
火
に
使
わ
れ
て
い
る
火

薬
（
硫
黄
な
ど
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
家
庭
内
の
危
険
物
は
、
た
と

え
少
量
で
も
使
用
方
法
を
誤
る
と
、

火
災
や
爆
発
の
危
険
が
あ
る
の
で
、

十
分
に
注
意
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

●
危
険
物
の
性
質
は
…

○
ガ
ソ
リ
ン
は
可
燃
性
蒸
気
が
発
生

し
や
す
く
、
低
い
温
度
で
も
火
が

つ
く
た
め
、
電
気
火
花
な
ど
の
ち

ょ
っ
と
し
た
火
源
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

○
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
や
殺
虫
剤
な
ど

は
、
高
温
に
な
る
暖
房
器
具
の
前

に
置
く
と
爆
発
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

●
保
管
の
ポ
イ
ン
ト

○
容
器
や
ふ
た
が
破
損
し
て
い
な
い

か
確
認
す
る
。

○
容
器
の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め
る
。

○
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所
や
高
温

に
な
る
場
所
に
は
置
か
な
い
。

○
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
置
く
。

○
保
管
量
は
必
要
最
小
限
に
す
る
。

○
危
険
物
使
用
中
は
火
気
厳
禁
。
定

期
的
に
換
気
を
行
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
吉
野
危
険
物
安
全
協
会

中
吉
野
広
域
消
防
組
合

1
０
７
４
７
%2
１
１
９
９

常
勤
・
パ
ー
ト
（
臨
時
職
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
立
大
淀
病
院
庶
務
課

1
０
７
４
７
%2
８
８
０
１

一
定
の
条
件
の
も
と
で
修
学
資
金

の
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
面
接
お
よ
び
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
大
淀
病

院
庶
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
対
　
象

看
護
師
・
准
看
護
師
を
め
ざ
し
て

い
る
人
で
、
看
護
学
校
に
入
学
す
る

学
生
、
ま
た
は
在
学
中
の
学
生

■
条
　
件

看
護
学
校
卒
業
後
、
大
淀
病
院
で

看
護
業
務
に
就
く
こ
と

※

免
許
取
得
後
、
大
淀
病
院
で
３

年
間
看
護
業
務
に
就
く
こ
と
に
よ

り
、
貸
付
金
額
が
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
立
大
淀
病
院
庶
務
課

1
０
７
４
７
%2
８
８
０
１

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
時
期
で
す

来
日
外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法
就
労

防
止
に
ご
協
力
を
！

危
険
物
安
全
週
間

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
募
集
中

看
護
師
・
准
看
護
師

修
学
資
金
貸
付
制
度
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町　　　役　　　場 0747－52－5501

大　　淀　　病　　院 0747－52－8801

水　　　道　　　部 0747－52－0137

大　淀　消　防　署 0747－52－1199

教　育　委　員　会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

老 人 福祉センター 0747－52－9733

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

桜 ヶ 丘 児 童 館 0747－52－8319

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平　畑　体　育　館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文　　化　　会　　館 0747－54－2110

図　　　書　　　館 0747－54－2120

大淀町社会福祉協議会 0747－53－0589

訪問看護ステーション 0747－52－1941

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745－67－0543

善意銀行だより善意銀行だより

今回、次の方から善意が寄せられました。

□バザー売上金として
金21,080円
下市郵便局

ありがとうございました。有意義に使わ
せていただきます。

ペットに関する苦情が増えています。
他人に迷惑をかけないようにすること

は飼い主のマナーです。

■町役場住民生活課

ペットは正しく
飼いましょう！

夜間中学では、さまざまな事情で義務教育を受けられなかった
人や日本に来て日本語に困っている人たちが現在勉強しています。
年齢、性別、国籍、居住地などの条件はなく、いつでも入学でき、
入学金や授業料、教材費など一切無料を原則として開校していま
す。昨年には、10周年の記念集会をもちました。生徒さんからは、
人生経験・生活経験を通していろいろと学ばせられますし、外国
の生徒さんからは異文化のすばらしさなどを教えられます。
「生徒さんとスタッフ・事務局が共に悩み、共に助け合い、共

に励ましあって、夜間中学を育てる」ことを方針に、活動に取り
組んでいます。
みなさんのまわりに夜間中学を必要としている人がきっといます。
また、スタッフとして、一度参加されませんか。
■場　所 町中央公民館
■開校日 月曜日と金曜日（週２回）午後６時～午後９時
■連絡先 吉野に夜間中学をつくる会　

梅本さん（10747%20052）・北山さん（10747@24116）

町では、すべての人の教育の保障をめざし、学習の機会均等と
すべての人たちが学習や交流活動を通して、お互いに支えあう関
係づくりを目的として、識字学級に取り組んでいます。
５月23日、旭ヶ丘総合センターで旭ヶ丘識字学級が、25日には

桜ヶ丘老人憩の家で桜ヶ丘識字学級が開講しました。これから１
年間、様々な学習を行っていきます。
桜ケ丘識字学級「星組」「誠組」
■日　時 毎週火曜日　午後１時～午後３時
■場　所 桜ケ丘老人憩の家（星組）・桜ケ丘児童館（誠組）
旭ケ丘識字学級「ふれあいパソコン教室」
■日　時 毎週水曜日　

午後１時30分～午後３時45分
■場　所 旭ケ丘総合センター
■問い合わせ先　
町教育委員会生涯学習課
1 0747%21522 FAX 0747%25507

町では、新たな財源の創出を図るため、大淀町有料広告掲載の
取扱いに関する規程に基づき、広報「おおよど」と町ホームページ
に掲載する有料広告を募集しています。
※　デザイン・内容等は広告主が提供してください。
※ 詳しくは、町ホームページをご覧になるか、問い
合わせてください。http://www.town.oyodo.nara.jp
■問い合わせ先 町役場企画課

大淀町識字学級が開講しました

吉野に夜間中学をつくる会からのお知らせ

「吉野自主夜間中学」元気に勉強中！

広 告 募 集 中
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